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第２５９回郵政民営化委員会後 委員長記者会見録 
 

日時：令和５年３月23日（木）17:00～17:11 

方法：Web会議 

 

○司会 それでは、ただいまから、郵政民営化委員会山内委員長によります記者会見を行

います。 

 本日もウェブ方式の会見としておりますので、大変恐縮ではございますが、御発言をさ

れないときにはマイクをミュートにしていただきますよう御協力をお願いいたします。 

 会見の進行ですが、冒頭、山内委員長に御発言をいただきまして、その後、質疑応答を

行います。 

 それでは、山内委員長、よろしくお願いいたします。 

○山内委員長 郵政民営化委員会委員長の山内でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 本日の郵政民営化委員会の概要について御説明を申し上げたいと思います。資料につい

てはお配りのとおりでございます。 

 本日は、株式会社かんぽ生命保険の子会社の認可申請について、意見募集の結果報告と

かんぽ生命関係省庁からのヒアリング等を行いました。また、日本郵政グループから、日

本郵政グループのコンプライアンス遵守の状況についてヒアリングを行ったところであり

ます。 

 最初の株式会社かんぽ生命保険の子会社の認可申請に関しまして、最初にかんぽ生命保

険から、去る２月27日の説明に係る補足的な説明を行っていただきました。 

 続きまして、事務局から２月20日から３月13日まで行いました意見募集の結果について

報告がありました。この意見ですけれども、団体等から４件、個人から２件ということで、

概略については賛成が３件、反対が１件、その他が２件という状況でございました。委員

会に参加して意見陳述を希望される団体等はありませんでした。 

 次に、金融庁及び総務省から、現在の審査状況のヒアリングを行ったところであります。

これにつきましては、次のような質疑がありましたので、御紹介したいと思います。まず、

ある委員から、かんぽ生命に対して人材の確保と、案件をどのように形成するか、見つけ

てくるのかという御説明を願いたいという質問がありました。 

 これに対してかんぽ生命からの答えですけれども、まず人材については、知識・経験の

ある人材をファンドマネージャー等で確保している。そして、経営部分では、当社にもベ

ンチャー出資を経験した人材がおり、社長に置きたいと考えているということが一つ。そ

れから、ソーシング、案件の発見については、ベンチャー企業について情報提供している

会社から情報を得て、例えばヘルスケア事業のベンチャー企業は1,200社ほど存在するので、
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こうしたベンチャー企業にヒアリング等をしながら、様々な事業先を探しているといった

回答が得られたところであります。 

 そういった質疑があったわけですけれども、最後にかんぽ生命保険の子会社の認可申請

について、今後取りまとめを予定している意見書の論点整理を行ったということでござい

ます。かんぽ生命保険の子会社の認可申請については、これまで意見募集の結果の報告、

それから意見提出者や金融庁、総務省からのヒアリングを終えました。今後、これらを踏

まえまして意見の取りまとめを行うということを委員の間で確認したということでござい

ます。 

 以上が１件目の議題です。 

 ２つ目は、日本郵政グループのコンプライアンス遵守の状況について、日本郵政グルー

プからのヒアリングを行いました。これについて次のような御指摘がありましたので、御

紹介しておきたいと思います。 

 このコンプライアンスの遵守問題について、お客様や社員からの声を吸い上げて、どの

ように改善したのか、また、どういった成果を上げているのかについてきちんと明示して、

社員と共有する。そして、コンプライアンスの観点からよい方向へ向かうのではないかと

考えているという趣旨の指摘が複数の委員からあったことをお知らせいたしたいと思いま

す。 

 以上でございますが、次回の委員会の開催については未定ということでございます。 

 私からは以上です。ありがとうございました。 

○司会 それでは、質問をお受けいたします。御質問がある方は、御発声または挙手ボタ

ンでお知らせください。いかがでしょうか。 

 それでは、郵湧新報の園田様、お願いいたします。 

○記者 郵湧新報の園田です。お世話になります。 

 金融サービスが全体的に近い将来にどんどんスマホで完結していくような姿になってい

くと思うのですけれども、そうした時代の中で、郵便局が来局者をもっと確保していくた

めに、どのようなところに力を入れていくべきと委員長は御覧になられていますでしょう

か。 

○山内委員長 これについては、中期計画の中でも日本郵政のほうで書かれておりました

し、あるいは私が改革委員会をやっていたときも同じだったのですけれども、郵便局が今

おっしゃるようなＤＸの進展に対してどういうふうに対応していくかについては、デジタ

ルとリアルの中間役といいますか、接点をいかに埋めていくかというところに郵便局の存

在意義、あるいは価値があるのではないかということで、中期計画の中でもそういうこと

がうたわれております。 

 私もそのとおりだと思っておりまして、ＤＸということでＩＴ化がどんどん進んで、そ

れに皆さんがついていけるわけではない。業務等についてもそういうところがある。いか
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にそのギャップを埋めていくかということが郵便局の魅力になるのではないかなと思って

おります。 

○記者 ありがとうございます。 

○司会 ありがとうございます。 

 そのほかの方、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、御質問が特にないようですので、本日はこれにて会見を終了とさせていただ

きます。山内委員長、それから本日御出席の皆様、どうもありがとうございました。 

○山内委員長 どうもありがとうございました。 

以上 


